
大学間が連携して行う教育の質保証

山口県立大学

研究・地域連携担当副学長 吉村耕一

高等教育質保証学会 第14回大会
「社会からの信頼を高めるための高等教育の質保証」
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地域活性化人材育成事業SPARC
202２(令和４) ～2027(令和９)年度

ひとや地域（まち・文化・教育）の
well beingに貢献する文系DX人材の育成事業

１．国公私の3大学連携

「一般社団法人やまぐち共創大学コンソーシアム」設立

２．SPARC教育プログラムを基礎とする正規の教育課程
山口大学 ひと・まち未来共創学環（定員40名）
山口県立大学 国際文化学部３学科（50名、45名、40名）
山口学学芸大学 文系DX教員養成プログラム（10名）

３．高大接続教育とリカレント教育で「高・大・社」の連携
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３つの特色



（https://www.yamaguchi-sparc.jp/about/overview/） 3



社会からの信頼を高めるための高等教育の質保証

教育の質保証
・目標を明確にし、目標達成にむけた教育課程や評価方法を整備する

・自己点検評価と内部質保証の仕組みを実質化する

・外部評価や認証評価を受け、その結果を公表する

社会との連携
・社会のニーズを把握し、教育内容に反映させる

・卒業生の進路や活躍を把握し、教育改善に活かす

・企業や地域社会と連携して、学生の実社会での学びと経験を深める

透明性と説明責任
・教育内容や評価結果を、学生や社会に対して分かりやすく公開する

・大学運営や財務状況を透明化する

・学生や社会からの意見を真摯に受け止めて改善に繋げる
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社会からの信頼を高めるための高等教育の質保証

１. SPARC教育プログラムの評価

・自己点検評価報告書

・アセスメントプラン

２. SPARC事業全体の評価

・自己点検評価報告書

・外部評価委員会 ＋ 日本学術振興会による評価

３. 教育成果の公表

・シンポジウム、ウェブサイト、発表会など
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１. SPARC教育プログラムの評価

連携教育プログラム委員会 ＜毎月２回開催＞
計画、進捗、課題を共有し、課題解決について協議

SPARC教育プログラム進捗状況確認一覧表
＜毎年２回（中間・最終）＞
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自己点検評価報告書 ＜毎年１回公開＞

Ⅰ 連携教育プログラム

①連携開設科目
②SPARC-LMS 
③高大接続推進
④リカレント教育推進
⑤教学IR
⑥DXによるPBL

Ⅱ 各大学固有の教育課程の再編

①山口大学の学環
②山口県立大学の３学科
③山口学芸大学のプログラム



１. SPARC教育プログラムの評価

アセスメントプラン
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• 各科目ごとの授業評価（学生、教員）
• PBLについては企業からの評価、合同発表会 →授業改善

授業レベル

• ３大学共同で検証、各大学のSPARC教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで検証
• プログラムの満足度（学生、企業） →運営の改善

プログラムレベル

• ルーブリックで到達目標を説明
• 入学時、１年終了時、２年終了時、３年終了時の自己評価
• SPARC教育プログラムの成績の積み上げ →認定証発行

学生のレベル

すべてのデータはコンソーシアムのクラウドに保管
教学IRチームが分析し、連携教育プログラム委員会で検証、改善へ



２. SPARC事業全体の評価

企画運営委員会
自己点検評価委員会 ＜年５～６回程度開催＞

Ⅲ 大学等連携推進法人について

Ⅳ 地域連携プラットフォームについて
Ⅴ 広報活動・情報公開について
Ⅵ 全体評価について ５段階で評価
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外部評価委員会
＜年１回＞

外部評価委員１０名

（企業団体、労働関係団体、
銀行協会、大学関係者、
県教育庁など）

日本学術振興会の評価
2022(令和4)年度：開始
2023年度：フォローアップ評価
2025年度：中間評価
2027(令和9)年度：事業終了
2028年度：事後評価

（日本学術振興会サイト：
https://www.jsps.go.jp/j-sparc/jisshijokyo.html ）
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２. SPARC事業全体の評価

自己点検評価報告書に記載した評点（案）
※令和7年9月22日に外部評価実施予定
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３. 教育成果の公表

2023年5月 キックオフシンポジウム 2024年7月 シンポジウム

3大学の卒業生が登壇：
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの期待について

3大学のPBL履修学生が登壇：
学んだことについて
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３. 教育成果の公表

2025年3月 SPARC全国シンポジウム 2025年7月 シンポジウム

山口県、山梨県、長野県、岐阜県、
熊本県、宮崎県の成果と課題を共有

3大学の新１年生約200人が参加
し、質疑応答にも加わる
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３. 教育成果の公表

ウェブサイトでの発信

やまぐち共創大学コンソーシアム
https://www.yamaguchi-kyoso.or.jp/

山口大学・山口県立大学・山口学芸大学

地域活性化人材育成事業SPARC
https://www.yamaguchi-sparc.jp/
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３. 教育成果の公表

PBL合同発表会

発表・表彰で3大学のPBL履修学生の成果を確認

企業や地域社会と3大学のPBL履修学生の交流で成果を確認
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３. 教育成果の公表

各大学独自の広報（例）

• ニューズレター

• 論集・報告書

今後は、
・学生に学修成果をフィードバックしていくこと
・ルーブリックによる自己評価・成績積算・満足度などのまとめと公開

• リーフレット
• 広報動画
• SNSなど



まとめ：
社会からの信頼を高めるための高等教育の質保証

教育の質保証
・目標達成にむけた教育課程や評価方法を整備する →アセスメントプラン

・自己点検評価と内部質保証の仕組みを実質化する

→連携教育プログラム委員会、企画運営委員会、自己点検評価委員会

・外部評価や認証評価を受け、その結果を公表する

→外部評価委員会、日本学術振興会による評価
社会との連携
・社会のニーズを把握し、教育内容に反映させる

→大学リーグやまぐちで行ったアンケート・インタービュー

・卒業生の進路や活躍を把握し、教育改善に活かす →シンポジウム

・企業や地域社会と連携して、学生の実社会での学びと経験を深める

→外部評価委員会、PBL合同発表会
透明性と説明責任
・教育内容や評価結果を、学生や社会に対して公開する →ウェブサイト、広報

・大学運営や財務状況を透明化する →各大学の外部評価

・学生や社会からの意見を真摯に受け止めて改善に繋げる

→自己点検評価報告書、日本学術振興会への実施報告書 15
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